
平成２２年度 諫早市立小野小学校 校内研究（計画）

１ 全体構想

  

２ 研究主題・副主題

３ 主題設定の理由

   平成２３年度から完全実施となる新学習指導要領には、「言語に対する関心や理解を

深め、言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え、児童の言語活動を

充実させること。」とある。これは、主体的に学習に取り組む態度の育成および個性を

生かす教育の充実、思考力、判断力、表現力等の育成がねらいである。

昨年度までの３年間、本校では教育課程『二期制の在り方』について研究を行い、

その中で「学びの連続性を生かしたきめ細かな学習指導」で児童の基礎的・基本的な

学力の定着を図ってきた。その結果、年々基礎学力の向上は見られたものの、活用力

の面では全国平均・県平均と比べて十分な結果を残すことができていない。その原因

の一つとして挙げられるのが、児童の言語力・表現力の低下である。これまで本校で

は、授業の中に開き合い（自分の考えを伝え合う）の場を設定して、表現力の育成に

取り組んできた。今後は、その活動を基盤に据え、さらに論理的に考えを述べたり、

共有した考えをもとによりよい考えへと高めたりできるように言語活動を充実させ、

児童に思考力、判断力、表現力を育みたいという理由から本主題を設定した。

生き生きと言語活動に取り組む子どもの育成

～自分の考えを互いに伝え合う授業づくりを求めて～

教
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あしたに向かってがんばる小野っ子
○目標をもってがんばる子ども

○あいさつが元気にできる子ども
○親切で思いやりのある子ども
○たくましい心と体をもつ子ども

重
点
努
力
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子どもたちの学びを育てる授業づくり
○学ぶ意欲は学ぶ楽しさから生まれ、学ぶ楽しさは分かる喜びから生まれる。
○問題解決的・体験的学習を重視し、子どもの主体的な学習を仕組む。
○基礎的基本的事項の確実な定着をめざし、「学びの習慣化」に取り組む。
○言語活動の充実により表現力や思考力を高め、学び合う授業づくりを進める。

研究主題・副主題

研究仮説

基礎基本

活 用
○「書く」「話す」活動を積極的に取り入れた授業

○系統性を考慮した授業の展開

○個に応じた指導の充実

教育環境

の整備



４ 研究仮説

５ 研究組織

【専門部会】

  学力向上部

   ○学力テスト等を通した児童の実態の分析

   ○児童の実態に対した学力向上に向けての対応策の立案

  教育環境部

   ○学力向上に向けた校内の環境整備

   ○音読集会等、表現力の向上に向けた集会等の運営

  研究支援部

   ○各部会の活動支援

【授業部会】

  ○各部会で全体授業１回、部会授業を３回行う。

国語科・算数科の学習指導を中心に据え、問題解決的学習の過程の中に考えを書

く活動や互いに考えを伝え合う活動（開き合い）などの言語活動を位置づければ、

適切な言語を用いて自己表現する力がつき、意欲的に言語活動に取り組む子どもが

育つであろう。

校 長

教 頭

研究推進委員会

全体会

学力向上部

専門部会

古賀、江口、江頭

坂口、松尾、原田秀

渡部、中川

教育環境部

中山、朝長、西川

加世田、岩永、鵜殿

原田ミ、濵﨑

研究支援部

木戸、宇和川、山口

佐藤、計屋

低学年部会

授業部会

中学年部会 高学年部会

中山、古賀、江口

朝長、木戸、佐藤

江頭、西川、坂口

加世田、原田ミ、渡部

松尾、岩永、原田秀

鵜殿、中川、山口



６ 年間活動計画

月 日 曜 会 内容

４ ５ 月 研推 ○本年度の研究計画について

５ ６ 木 全体会 ○本年度の研究計画について（提案）

27 木 〃 ○研究主題・副主題・仮設について（共通理解）

６ ３ 木 全・部 ○研究組織の編成  ○各専門部の研究計画立案

10 木 部会 ○各専門部の研究計画立案

24 木 全体会
○診断テスト・サマースクール・保護者面談・学力テスト等の年間予定の確認

○保護者面談資料の作成について（共通理解）

７ １ 木 全体会 ○各専門部の研究計画（共通理解）

16 金 〃 ○６年１組研究授業（提案授業）

21 水 〃 ○提案授業研究協議

29 木 〃 ○特別支援教育講演会

８ 19 木 〃 ○外国語活動伝達講習会

20 金 〃 ○メンタルヘルス研修会

31 火 研推 ○７月までの研究の進捗状況と９月からの研究計画について

９ ９ 木 全体会 ○９月からの研究計画（共通理解）

16 木 部会

○各専門部の取組

・学力…発達段階における開き合いの仕方

・環境…音読集会の準備、掲示物等の作成

10 ８ 金 〃

○各専門部の取組

・学力…学力分析（H22全国学力およびH21教研式学力）

・環境…掲示物等の作成

14 木 全・部
○各専門部からの取組報告（共通理解）

○教材研究等研究授業の準備

11 ４ 木 部会 ○教材研究等研究授業の準備

11 木 全体会 ○指導案検討会

25 木 〃 ○全体授業（低学年）および研究協議

12 ９ 木 部会

○各専門部の取組

・学力…発達段階に応じた開き合いの仕方の見直し

    学力分析（県基礎学力調査）

・環境…掲示物等の作成

15 水 〃 ○教材研究等研究授業の準備

24 金 研推
○１２月までの校内研の進捗状況

○１月からの研究計画

１ 11 火 研推 ○１２月までの研究の進捗状況と１月からの研究計画について

13 木 全体会 ○指導案検討会（要請指導に向けて）

２ 10 木 部会 ○教材研究等研究授業の準備

16 水 全体会 ○要請指導（中学年全体授業）

24 木 部会 ○今年度の反省

３ ３ 木 研推 ○次年度に向けて

25 金 全体会 ○今年度の反省と次年度に向けて（共通理解）

※上記の日程以外に、部会授業及び研究協議や出張報告が入る予定。

※夏季休業中に研究授業準備、英語活用研修、ＰＣ研修等を行う。


